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電
機
連
合
で
は
、
格
差
改
善
を
総
合
労

働
条
件
改
善
闘
争
に
お
け
る
主
要
な
取
り

組
み
項
目
の
一
つ
と
し
て
、
長
年
に
わ
た

っ
て
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。
過
去
に

は
「
賃
金
の
産
業
間
格
差
圧
縮
第
１
次
５

ヵ
年
計
画
」（
1
9
8
3
～
1
9
8
7
年
）

や
「
賃
金
の
産
業
間
格
差
圧
縮
第
２
次
５

ヵ
年
計
画
」（
1
9
8
9
～
1
9
9
3
年
）

な
ど
の
集
中
的
な
産
業
間
格
差
改
善
の
取

り
組
み
な
ど
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
電
機
連
合
に
お
け
る
格
差

改
善
の
取
り
組
み
の
背
景
と
な
る
、
賃
金

格
差
の
状
況
と
近
年
の
格
差
改
善
を
含
む

産
別
統
一
闘
争
強
化
に
向
け
た
電
機
連
合

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

１ 

電
機
産
業
と
他
産
業
と
の

賃
金
格
差
の
状
況

　

ま
ず
、
電
機
産
業
と
他
産
業
と
の
賃
金

格
差
の
状
況
で
す
。
図
１
は
、
厚
生
労
働

省
「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」
に
基

づ
き
、
製
造
業
に
お
け
る
生
産
労
働
者
の

電
機
連
合
に
お
け
る
格
差
是
正
の
取
り
組
み

所
定
内
賃
金（
男
性
・
規
模
計
）を
パ※１
ー

シ
ェ
指
数
で
示
し
て
い
ま
す
。
製
造
業
内

の
各
業
種
の
水
準
が
よ
り
明
確
に
な
る
よ

う
、
順
番
に
並
べ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
電
機
」
は
2

 
0
 
0
 

0
年
以
降
、
製
造
業
平
均
を
や
や
下
回
る

水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
2
0
1
4
年
に

製
造
業
平
均
を
若
干
な
が
ら
上
回
っ
た
も

の
の
、
依
然
、｢

輸
送
用
機
械｣

や
「
鉄

鋼
」、「
非
鉄
金
属
」、「
一
般
機
械
計
」
な

ど
の
他
の
金
属
産
業
と
比
べ
る
と
低
い
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

電
機
連
合
で
は
産
業
間
の
格
差
改
善

の
取
り
組
み
と
し
て
、
第
４
次
賃
金
政
策

（
1
9
9
3
年
確
立
）で
は
製
造
業
内
の
上

位
水
準
を
目
標
と
し
、
さ
ら
に
第
５
次
賃

金
政
策（
2
0
0
1
年
確
立
）
お
よ
び
第

６
次
賃
金
政
策
（
2
0
0
9
年
確
立
）
で

は
我
が
国
に
お
け
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業

に
相
応
し
い
水
準
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
て
、

総
合
労
働
条
件
改
善
闘
争
を
通
し
て
賃
金

水
準
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

村
上　

求

電
機
連
合
賃
金
政
策
部
書
記

図1　製造業における生産労働者の所定内賃金（男性・規模計）

※1	 このデータにおける「パーシェ指数」は「電機」と他産業をそれぞれ同じ年齢・勤続構成とみなして
	 算出した指数である。具体的には「電機」の労働力構成（年齢 ･勤続構成）を基準として算出をした。
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２ 

電
機
産
業
に
お
け
る
企
業

規
模
間
の
賃
金
格
差
の
状
況

︵
１
︶
厚
生
労
働
省
﹁
賃
金
構
造
基
本
統
計

調
査
﹂
か
ら
見
た
状
況

た
場
合
の
、
中
規
模
企
業
（
1
0
0
～
9

9
9
人
）
お
よ
び
小
規
模
企
業
（
10
～
99

人
）
の
規
模
間
格
差
の
推
移
を
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
指
数
で
示
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、2
0
0
0
年
以
降
、
大

規
模
企
業
に
対
す
る
中
規
模
企
業
お
よ
び

小
規
模
企
業
の
賃
金
格
差
が
、
趨
勢
的
に

拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

︵
２
︶
電
機
連
合
﹁
賃
金
実
態
調
査
﹂
か
ら

見
た
状
況

　

ま
た
、
図
３
で
は
、
電
機
連
合
「
賃
金

実
態
調
査
」
に
基
づ
き
、
組
合
規
模
別
に

2
0
0
1
年
度
、
2
0
0
8
年
度
、
2
0

1
4
年
度
に
お
け
る
賃
金
カ
ー
ブ
（
中
位

値
・
男
女
計
・
職
掌
計
）
を
示
し
た
も
の

で
す
。

　

電
機
連
合
の
大
手
組
合
で
構
成
さ
れ
る

「
中
闘
組
合
」
に
お
い
て
は
、
2
0
0
1
年

か
ら
2
0
1
4
年
に
か
け
て
、
お
お
む
ね

水
準
は
維
持
し
て
お
り
、
40
歳
以
降
は
改

善
し
て
き
て
い
ま
す
が
、一
方
「
1
0
0
0

人
未
満
」
や
「
3
0
0
人
未
満
」
の
組
合

で
は
、
む
し
ろ
40
歳
以
降
に
お
い
て
賃
金

水
準
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
電
機
産
業
内
に
お
け
る
規
模
間

格
差
が
拡
大
し
て
い
る
背
景
と
し
て
、「
賃

金
体
系
の
維
持
」（
個
別
賃
金
水
準
の
維

持
・
確
保
）
に
必
要
な
賃
金
引
上
げ
原
資

が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
な
い
、
あ
る
い

は
賃
金
制
度
の
変
更
に
よ
る
影
響
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

３ 

産
別
統
一
闘
争
強
化
に
お
け
る

格
差
改
善
の
取
り
組
み

　

電
機
連
合
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
近
年

　

次
に
、
電
機
産
業
内
に
お
け
る
企
業
規

模
間
の
賃
金
格
差
の
状
況
で
す
。
図
２
は
、

厚
生
労
働
省
「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」

を
基
づ
き
、
電
機
産
業
の
中
の
大
規
模
企

業
（
1
0
0
0
人
以
上
）
を
1
0
0
と
し

図2　電機産業内における規模間格差の推移

図3　組合規模別の中位値の推移
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ェ
ク
ト
」
を
設
置
し
、
産
別
統
一
闘
争
の

あ
り
方
に
関
す
る
整
理
・
検
討
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
近
年
、
電
機
産
業
の

国
内
生
産
額
や
雇
用
者
数
の
減
少
な
ど
、

電
機
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
揺

ら
ぐ
な
か
、
今
後
の
電
機
産
業
の
持
続
的

発
展
の
た
め
に

は
、
統
一
闘
争
の

さ
ら
な
る
強
化
を

図
り
、
労
働
条
件 

の
維
持
・
向
上
を 

進
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て 

い
る
と
い
う
認
識 

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
一
方
で
は
、

電
機
各
社
の
企
業

業
績
の
ば
ら
つ
き

が
広
が
る
な
か
で

の
「
統
一
闘
争
」

を
進
め
る
課
題
や

大
手
組
合
に
追
従

し
て
い
く
こ
れ
ま

で
の
方
式
が
難
し

く
な
り
つ
つ
あ
る

と
い
う
状
況
も
あ

り
、
あ
ら
た
め
て

電
機
連
合
の
求
心

力
の
再
共
有
化
や

闘
争
に
お
け
る

「
ミ
ニ
マ
ム
基
準
」
に
取
り
組
む
意
義
の
再

確
認
な
ど
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
課
題
認
識
を
踏
ま
え
、
電
機

連
合
全
体
で
検
討
を
行
い
、2
0
1
3
年

７
月
の
第
61
回
定
期
大
会
に
て
「
産
別
統

一
闘
争
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
」
を
と

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
に
お
け
る
産

別
統
一
闘
争
強
化
の
基
本
的
な
考
え
方
と

し
て
は
、「
各
組
合
の
置
か
れ
た
状
況
に

違
い
が
あ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
労
働
条

件
の
維
持
・
向
上
を
図
り
つ
つ
、
構
成
組

織
へ
の
波
及
効
果
を
生
み
出
し
、
産
別
統

一
闘
争
へ
の
意
志
結
集
を
図
っ
て
い
く
」

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

産
別
統
一
闘
争
の
全
体
像
は
、
図
４
に

示
す
よ
う
に
、
産
別
統
一
闘
争
を
大
き
く

「
何
と
し
て
も
守
る
べ
き
領
域
」
と
「
各

組
合
が
業
績
や
処
遇
実
態
を
踏
ま
え
て
、

主
体
的
に
取
り
組
む
領
域
」
の
２
つ
の
領

域
に
分
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
左
側

の
「
何
と
し
て
も
守
る
べ
き
領
域
」
は
、

賃
金
や
一
時
金
、
労
働
時
間
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
諸
制
度
な
ど
に
関
し

て
統
一
的
な
要
求
項
目
を
掲
げ
て
、
闘
争

行
動
を
背
景
と
し
、
総
合
労
働
条
件
改
善

闘
争
に
お
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
領
域
と

し
、
右
側
の
「
各
組
合
が
主
体
的
に
取
り

組
む
領
域
」
は
、
各
組
合
が
自
ら
の
業
績

や
処
遇
実
態
等
を
踏
ま
え
、
総
合
労
働
条

件
改
善
闘
争
だ
け
で
は
な
く
通
年
の
取
り

の
産
業
間
・
産
業
内
の
賃
金
格
差
の
実
態

等
を
踏
ま
え
、
総
合
労
働
条
件
改
善
闘
争

に
お
い
て
格
差
改
善
の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
2
0
1
0
年
か

ら
は
、
格
差
改
善
も
含
め
た
産
別
統
一
闘

争
の
取
り
組
み
の
よ
り
一
層
の
強
化
を
図

る
た
め
に
、「
産
別
統
一
闘
争
強
化
プ
ロ
ジ

組
み
も
含
め
て
、
継
続
的
に
処
遇
改
善
や

労
働
条
件
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
領

域
と
し
て
い
ま
す
。
格
差
改
善
の
取
り
組

み
は
、
こ
の
「
各
組
合
が
主
体
的
に
取
り

組
む
領
域
」
に
お
い
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
各
組
合
が
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
目
標
水
準
達
成

の
プ
ロ
セ
ス
が
明
確
に
な
る
よ
う
、
以
下

の
通
り
「
政
策
指
標
」
と
「
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
指
標
」
と
い
う
二
つ
の
指
標
を
設
定
し

ま
し
た
。

　

各
組
合
は
、
こ
の
二
つ
の
指
標
を
活
用

し
な
が
ら
、
自
ら
の
「
立
ち
位
置
」
を
検

証
し
た
上
で
、
独
自
に
「
め
ざ
す
べ
き
水

準
」
を
設
定
し
、
闘
争
お
よ
び
通
年
の
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
各
組
合
が
中

長
期
的
な
目
標
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
定
め

た「
達
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
策
定
し
、適
宜
、

検
証
と
補
強
を
行
い
な
が
ら
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

〈
政
策
指
標
〉

　
「
政
策
指
標
」
で
は
、
図
５
に
示
す
よ
う

に
、
電
機
連
合
の
各
種
政
策
お
よ
び
実
態

に
基
づ
き
、
数
段
階
の
目
標
基
準
と
し
て

設
定
し
、
各
組
合
は
よ
り
上
位
の
基
準
を

め
ざ
し
て
、
継
続
的
な
取
り
組
み
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
賃
金
関
係
の
政
策
指
標
に
つ

い
て
は
、「
開
発
・
設
計
職
基
幹
労
働
者

図4　産別統一闘争の強化の枠組み
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賃
金
」
や
「
製
品
組
立
職
基
幹
労
働
者
賃

金
」、「
最
低
賃
金
」、「
初
任
給
」、「
定
年

退
職
金
」の
項
目
に
つ
い
て
、４
段
階
の
基

準
︻「
必
達
基
準
」、「
到
達
基
準
」、「
目
標

基
準
」、「
中
期
的
に
め
ざ
す
目
標
基
準
」
︼

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
労
働
協
約
関
係
の
政
策
指
標
に

つ
い
て
は
、
労
働
時
間
や
年
次
有
給
休
暇
、

各
種
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
諸
制
度
、

労
災
補
償
企
業
付
加
な
ど
多
岐
の
項
目
に

わ
た
っ
て
２
段
階
の
基
準
︻
足
掛
か
り
基

準
、政
策
目
標
基
準
︼を
設
定
し
て
い
ま
す
。

〈
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
指
標
〉

　

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
指
標
は
、
上
記
の
政
策

指
標
の
達
成
に
向
け
て
、
各
組
合
が
電
機

連
合
内
で
の
立
ち
位
置
（
到
達
状
況
）
を
確

認
す
る
指
標
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

賃
金
関
係
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
指
標
は
、

政
策
指
標
と
同
様
に
、「
開
発
・
設
計
職

基
幹
労
働
者
賃
金
」
や
「
製
品
組
立
職
基

幹
労
働
者
賃
金
」、「
最
低
賃
金
」「
初
任

給
」「
定
年
退
職
金
」
の
項
目
に
お
い
て
、

全
体
に
お
け
る
相
対
的
位
置
の
水
準
を
示

し
た
５
段
階
の
基
準
︻「
Ⅰ
基
準
（
第
１
十

分
位
）」、「
Ⅱ
基
準
（
第
１
四
分
位
）」、「
中

位
数
」、「
Ⅲ
基
準
（
第
３
四
分
位
）」、「
Ⅳ

基
準
（
第
９
十
分
位
）」
︼
を
設
定
し
て
い

ま
す
。
労
働
協
約
関
係
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク

指
標
は
、「
政
策
指
標
」
の
各
項
目
に
対

し
て
、
加
盟
組
合
全
体
の
到
達
状
況
を
示

し
て
い
ま
す
。

４ 

2
0
1
6
年
闘
争
に
お
け
る

格
差
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

　

産
別
統
一
闘
争
強
化
の
具
現
化
に
着
手

し
た
初
年
度
の
2
0
1
5
年
闘
争
で
は
、

電
機
連
合
加
盟
組
合
の
う
ち
約
５
割
の
組

合
が
、「
政
策
指
標
」
や
「
ベ
ン
チ
マ
ー
ク

指
標
」
を
、
自
労
組
の
立
ち
位
置
の
確
認

や
格
差
改
善
の
要
求
な
ど
に
活
用
し
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
「
達
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
策
定
し
て
い
る
組
合
は
少
数
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
そ
の
策
定
を
い
か
に
拡
大
し

て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
6
年
闘
争
に
お
い
て
も
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
格
差
改
善
お
よ
び
賃
金
の

底
上
げ
・
底
支
え
に
向
け
て
、「
政
策
指
標
」、

「
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
指
標
」を
活
用
し
な
が
ら
、

以
下
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

〈
2
0
1
6
年
闘
争
に
お
け
る
格
差
改
善

に
向
け
た
取
り
組
み
項
目
〉

①
賃
金
制
度
・
体
系
が
未
整
備
な
組
合
に

お
い
て
は
、
賃
金
体
系
の
整
備
や
格
差
改

善
の
た
め
の
労
使
委
員
会
等
（「
賃
金
制

度
確
立
委
員
会
」
な
ど
）
を
設
置
す
る
。

②
電
機
連
合
「
賃
金
実
態
調
査
」
や
「
政

策
指
標
」「
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
指
標
」
を
活

用
し
、
各
組
合
に
お
い
て
個
別
賃
金
水
準

や
格
差
の
実
態
の
把
握
・
分
析
を
行
う
と

と
も
に
、
格
差
改
善
の
必
要
性
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
要
求
を
行
う
。

③
個
別
賃
金
要
求
を
行
う
場
合
は
、
産
業

内
格
差
改
善
に
向
け
て
、
主
体
的
に
賃
金

実
態
の
分
析
を
行
い
、「
開
発
・
設
計
職

基
幹
労
働
者
賃
金
」
と
「
製
品
組
立
職
基

幹
労
働
者
賃
金
」
の
各
基
幹
労
働
者
賃
金

図5　政策指標の段階的基準（賃金関係、労働協約関係）

要
求
に
示
す
「
政
策
指
標
」
の
達
成
を
め

ざ
し
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
う
。

④
個
別
賃
金
要
求
方
式
に
移
行
し
な
い
組

合
も
、
個
別
賃
金
水
準
に
つ
い
て
「
政
策

指
標
」
の
達
成
を
め
ざ
し
、
格
差
改
善
に

努
め
る
。

⑤
賃
金
の
底
支
え
の
た
め
の
、
年
齢
別
最

低
賃
金
や
「
技
能
職
群（
35
歳
相
当
）
ミ
ニ

マ
ム
基
準
」（
2
1
0
0
0
0
円
）
を
確
保

す
る
。
な
お
、
最
低
賃
金
協
定
が
未
締
結

の
組
合
に
お
い
て
は
、
産
業
別
最
低
賃
金

（
18
歳
見
合
い
）
や
年
齢
別
最
低
賃
金
の
協

定
締
結
を
図
る
。

　

今
後
、
電
機
連
合
で
は
、
新
た
に
業
種

別
の
「
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
指
標
」
を
作
成
す

る
な
ど
、「
政
策
指
標
」
と
「
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
指
標
」
の
さ
ら
な
る
充
実
化
や
活
用
拡

大
を
図
る
と
と
も
に
、加
盟
組
合
へ
の
「
達

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
策
定
支
援
を
行
い
な

が
ら
、
格
差
改
善
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

村上　求
（むらかみ・もとむ）

電機連合賃金政策部書記
2001年 5月　電機連合入職、
現在に至る


